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1.安全なうちに早めに行動しよう
　土砂崩れや浸水してからの避難は危険です。早めの避難を心掛けましょう。

3.複数人で避難しよう

2.危険な場所に近づかないようにしよう
　河川や崖の近く、鉄道や道路下をくぐるアンダーパスなどは危険です。近づかず安全な道を選んで避難しましょう。

　1人で避難すると危険です。近所の方に声を掛けて複数人で避難しましょう。

問危機管理課☎ 0538-37-2114　ＦＡＸ 0538-32-0177

　台風や大雨が発生する季節になってきました。短時間に降る局地的な大雨には、
河川の氾濫による水害や土砂災害の危険性があります。大切な生命を災害から守る
ために、日頃から備え、災害時の適切な避難行動につなげましょう。

雨ニモマケズ風ニモマケナイように

風水害に備えよう

○「避難情報」を正しく認識しましょう
　市から発表される避難情報を正しく認識し、適切な避難行動をとるようにしましょう。

○「避難行動」を正しくとりましょう

■	いつでも避難ができるよう
準備してください。

■	避難に時間を要する人（高
齢の方、障害のある方、乳
幼児など）とその支援者は
避難を開始してください。

今後、避難勧告や避難指示
（緊急）を発表することが予
想される場合

■	速やかに避難場所へ避難し
てください。

■	避難場所に向かうことでかえって命に危険が及ぶような状況（※）
では、垂直避難を心掛けてください。

被害が予想され、人的被害
が発生する可能性が高まっ
た場合

■	まだ避難していない場合は、
すぐにその場から避難して
ください。

状況がさらに悪化し、人的
被害の危険性が非常に高
まった場合

避難指示（緊急）避難勧告避難準備・
高齢者等避難開始
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  自宅などの建物内の2階以上へ避難（洪水時）
  2階以上の崖から離れた部屋へ避難（土砂災害時）「垂直避難」命を守る

避難行動を

緊急度 高

※�夜間で避難路上の危険箇所がわかりにくい、用水路などの位置が不明で転落の恐れがあるなどの状況
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- interview - いつ起こるか分からない災害に対しては、常日頃からの備えが重要になります。
家庭だけでなく地域や組織で防災に取り組む人たちにお話を伺いました。

▲
▲

　登録用
　二次元
　バーコード

防災情報を
入手しましょう

　防災情報は、テレビやラジオ、インターネットなどいろいろな方法で受け取ることができま
す。どこでどんな情報を入手できるのか、日ごろから使って慣れておきましょう。

メールで防災情報などを入手したいとき

お住まいの地域の状況を詳しく知りたいとき

雨量や河川水位を詳しく知りたいとき

お手軽に防災情報などを入手したいとき

　いわたホッとラインとは、携帯電話やパソコンなどのメール機能を利用して、市民の皆さんにさまざまな情報
を配信するサービスです。是非登録してご活用ください。

市役所のメール配信サービス「いわたホッとライン」▲

http://www.city.iwata.shizuoka.jp/shisei/kouhou/service/hotline.php

　見たいチャンネルに合わせてリモコンの d（データ、データ連
動、連動データなど）と書かれたボタンを押してご覧ください。

●データ放送を見るには

※機種によって設定方法が異なるので、詳しくは受信機の取扱説明書をご覧くだ
さい。
※設定できないときは、受信機の機種名・型番号をご確認のうえメーカーや購入
した電器店などにお問い合わせください。

※登録は無料ですが、配信の登録や変更、削除、メール受信などにかかる通信料やパケット通信費は利用者の負担となります。

気象情報を詳しく知りたいとき

　静岡県地震防災センターのホームページに防災GIS情報を閲覧できるペー
ジがあります。地図上に推定津波浸水域などの情報が掲載されています。

　サイポスレーダーとは、静岡県が運営する地域密着型防災サイトです。
ピンポイント天気予報をはじめ、防災情報、雨量・水位情報などをリアル
タイムで提供しています。

サイポスレーダー▲

http://sipos.shizuoka2.jp/sipos/index.html

静岡県防災GIS情報閲覧ページ▲

http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/gis/maps.html

　気象庁のホームページでは、さまざまな気象情報を提供しています。地
域の情報をチェックしましょう。

気象庁の高解像度降水ナウキャスト▲

http://www.jma.go.jp/jma/index.html
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登録方法は前ページをご覧ください参照

テレビのデータ放送では、天気やニュース、防災情報などを見ることができます。

10枚目のウラ

情報No.1

リモコンの
dボタン

○ 災害に備え「情報収集」しましょう
　災害の発生に備えて各自で情報収集することが、適切な避難行動をとるための第一歩です。以下の方法など
で情報を把握し、避難行動に備えてください。

1.いわたホッとライン
　同報無線の放送内容や防災情報などをメールで配信します。
　登録方法など詳しくは、市ホームページをご確認ください。
　現在、約 22,000 人が登録しています。

2.市ホームページの防災リンク集
　市内の河川情報や雨量情報、県や国のホームページのリンク集です。

3.テレビのデータ放送
　リモコンのdボタンを押すと、防災情報などを見ることができます。

市HP 検索 防災リンク集

市HP 検索 いわたホッとライン
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